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生
活
費
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
削
り
、
暮
ら
し
を
や
り
く
り
。

震
災
復
興
は
進
ま
ず
、
景
気
回
復
や
原
発
問
題
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な

ど
の
課
題
は
山
積
。
公
務
員
賃
金
の
削
減
は
、「
負
の
連
鎖

で
、
次
は
民
間
の
番
？
」
と
。
…
誰
も
が
生
活
と
将
来
に
不

安
を
抱
え
て
い
ま
す
。「
社
会
保
障
に
使
う
」「
財
政
が
危
な

い
」「
み
ん
な
で
負
担
」
な
ど
、
政
府
の
消
費
税
増
税
の
理

屈
は
ウ
ソ
と
ゴ
マ
カ
シ
で
す
。「
増
税
な
ん
て
あ
り
え
な
い
」

と
い
う
声
は
、
日
増
し
に
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税
反
対

の
運
動
に
と
も
に
と
り
く
む
、
中
小
企
業
の
近
田
さ
ん
に
、

営
業
の
実
態
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

小
牧
民
商
の
会
長
を
さ
れ
て

い
る
近
田
さ
ん
は
、
木
工
所
を

経
営
。病
院
や
銀
行
の
流
し
台
・

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
、
そ
の

場
所
に
あ
っ
た
注
文
家
具
の
製

造
と
据
え
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
仕
事
は
お
も
に
、

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
ゼ
ネ
コ
ン

な
ど
か
ら
依
頼
を
受
け
て
い
ま

す
。近

田
さ
ん
は
親
企
業
と
の
関

係
に
つ
い
て
、「
私
た
ち
の
よ

う
な
中
小
企
業
は
、
向
こ
う
の

言
い
値
で
仕
事
を
受
け
ざ
る
を

え
な
い
。
や
れ
な
い
と
言
え
ば

他
に
回
さ
れ
て
し
ま
う
だ
け
」

と
、
不
景
気
で
限
ら
れ
た
仕
事

を
取
り
あ
う
中
で
、
値
下
げ
競

争
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
を

語
り
ま
す
。

納納
得得
でで
きき
なな
いい
��

消消
費費
税税
増増
税税

「
大
企
業
は
、
消
費
税
増
税

分
を
、
コ
ス
ト
削
減
に
よ
っ
て

価
格
に
吸
収
す
る
よ
う
求
め

る
。
中
小
下
請
け
企
業
は
、
消

費
税
を
販
売
価
格
に
転
嫁
で
き

な
け
れ
ば
、
そ
の
分
自
腹
を
切

る
こ
と
に
な
る
」「
こ
れ
以
上

増
税
さ
れ
た
ら
、
倒
産
が
待
っ

て
い
る
だ
け
」
と
、
大
企
業
の

横
暴
を
告
発
し
ま
す
。
大
企
業

と
中
小
下
請
け
企
業
と
い
う
強

者
と
弱
者
の
関
係
で
は
、
消
費

税
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
成
り
立

た
な
い
と
指
摘
。
そ
の
う
え
輸

出
大
企
業
は
、「
実
質
消
費
税

を
払
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
自
分
た
ち
は
輸
出
戻
し

税
で
潤
っ
て
い
る
。
町
の
工
場

が
一
生
懸
命
に
払
っ
た
消
費
税

を
吸
い
上
げ
て
い
る
。
消
費
税

増
税
を
す
す
め
る
政
府
に
は
、

こ
の
よ
う
な
大
企
業
の
意
向
が

反
映
さ
れ
て
い
る
」
と
怒
り
を

あ
ら
わ
に
語
り
ま
す
。

日日
本本
のの
もも
のの
づづ
くく
りり
をを

なな
くく
しし
てて
はは
なな
らら
なな
いい

「
私
た
ち
は
、
も
の
づ
く
り

を
す
る
若
い
子
を
育
て
て
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
。
し
か
し

儲
か
ら
な
い
、
仕
事
が
な
い
、

で
は
雇
う
余
裕
す
ら
あ
り
ま
せ

ん
」
と
訴
え
る
近
田
さ
ん
。
小

牧
民
商
で
は
１５
年
程
前
に
は
６

８
０
人
い
た
会
員
が
、
今
は
４

０
０
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

も
の
づ
く
り
の
後
継
者
は
育
た

な
い
、「
消
費
税
１０
％
」
な
ん

て
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
が
衰

退
し
て
し
ま
う
と
切
実
な
思
い

を
訴
え
ま
す
。

「「
署署
名名
運運
動動
」」をを

広広
くく
大大
きき
くく

世世
論論
にに
訴訴
ええ
よよ
うう

近
田
さ
ん
は
、
消
費
税
増
税

反
対
に
向
け
て
必
要
な
の
は
世

論
に
訴
え
る
こ
と
だ
と
い
い
ま

す
。「
や
っ
ぱ
り
署
名
活
動
が

大
事
。
そ
し
て
世
論
に
訴
え
る

に
は
知
識
が
必
要
で
す
。
小
牧

民
商
で
も
消
費
税
の
学
習
会
を

開
い
て
い
る
が
、
毎
回
３０
人
ほ

ど
集
ま
る
。
訴
え
る
こ
と
で
、

消
費
税
増
税
は
や
む
な
し
と
い

う
風
潮
を
変
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
な
の
で
す
」
と
、
消
費
税

増
税
反
対
に
向
け
た
行
動
の
必

要
性
を
訴
え
ま
す
。

住
民
の
く
ら
し
を
守
り
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
格
差
の

是
正
、
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
、

平
和
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ

す
、「
春
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
が
５
月
１５
日
か
ら
２１
日
に

か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

１５
日
の
知
立
・
安
城
・
西
尾
・

幸
田
コ
ー
ス
で
は
、「
東
日
本

大
震
災
と
福
島
の
原
発
事
故
を

め
ぐ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
自
治

体
の
役
割
が
問
い
直
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
地
方

自
治
の
拡
充
、
住
民
の
福
祉
の

向
上
、
と
い
っ
た
地
方
自
治
の

原
点
に
立
っ
た
と
り
く
み
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
」
と
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
か
ら
趣
旨
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
自
治
体
が
直
接

雇
用
す
る
臨
時
・
非
常
勤
の
最

低
賃
金
を
時
間
額
１
０
０
０
円

以
上
、日
額
７
５
０
０
円
以
上
、

月
額
１６
万
円
以
上
に
す
る
こ

と
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

必
要
な
人
員
を
正
規
職
員
で
確

保
す
る
こ
と
な
ど
、
１０
の
重
点

項
目
を
含
む
３１
項
目
の
要
請
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

知
立
市
は
、
地
元
中
小
企
業

の
支
援
に
つ
い
て
、「
振
興
条

例
の
制
定
に
向
け
準
備
を
進
め

て
お
り
、
市
内
の
中
小
企
業
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
っ
て
い
る
。

産
業
お
こ
し
に
も
協
力
を
し
て

い
き
た
い
」
と
回
答
。

幸
田
町
で
は
、
地
域
主
権
改

革
に
よ
る
権
限
移
譲
な
ど
に
つ

い
て
、「
移
譲
後
に
人
員
が
削

ら
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
」
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
か
ら
要
請
。
こ
れ
に

対
し
幸
田
町
は
、「
現
行
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
基
準
を
維
持
、
改

善
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

ま
た
当
局
側
よ
り
、
今
後
も

こ
の
よ
う
な
場
で
情
報
交
換
し

て
い
き
た
い
と
発
言
が
あ
る
な

ど
、
多
く
の
自
治
体
で
友
好
的

な
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

財財界界ははななぜぜ
増増税税にに積積極極的的ななのの？？
輸輸出出大大企企業業ににはは

““戻戻しし税税””ののカカララククリリ
１０社合計８，０１４

出所：①免税点引き下げ等による増収は財務省資料
輸出戻し税は湖東京至氏試算（２０１０年１０月）
②全商連発行「自主計算パンフレット２０１２」より

社会的責任を
はたせ！ 法人税率を１９７７年の水準に

戻す
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「研究開発減税」など大企業
優遇税制をただす

１１兆兆円円

証券税制を廃止する

１１兆兆円円

所得税・住民税、相続税の
最高税率をもとに戻す

１１兆兆円円

２００９年分 輸出大企業１０社の消費税差引還付金額（億円）
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賃
上
げ
と
雇
用
確
保
が
景
気
回
復
の
道

運動には学習が必要と訴えます

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
人
員
は

春春のの自自治治体体
キキャャララババンン

技術を若者に伝えていく責任があると語る近田さん

�
正
規
職
員
で
確
保
を
�と
要
請

幸田町へ要請するキャラバン隊
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笑笑っってて 学学んんでで 元元気気にに交交流流
県県本本部部保保育育所部部会若者企企画

５
月
１９
日
、
県
本
部
保
育
所

部
会
は
、
若
者
企
画
「
だ
る
ま

＆
え
び
す
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
踊
っ

て
遊
ん
で
大
笑
い
」
を
開
催
。

会
場
の
労
働
会
館
に
は
、
新
人

と
先
輩
保
育
士
の
７６
人
が
集
ま

り
、
保
育
に
活
か
せ
る
実
技
を

通
し
て
お
お
い
に
交
流
し
ま
し

た
。

兵
庫
県
か
ら
招
い
た
え
び
す

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
４
人
組
（
現
役

保
育
士
）
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

を
使
っ
て
保
育
で
す
ぐ
に
使
え

る
遊
び
を
講
習
。
コ
ミ
カ
ル
な

寸
劇
や
踊
り
と
ギ
タ
ー
で
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

地
元
で
お
な
じ
み
の
だ
る
ま

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
も
、
参
加
者
と
一

緒
に
た
く
さ
ん
歌
っ
て
踊
っ
て

盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。「
毎
日

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
と
笑
顔

で
過
ご
し
た
い
。
み
ん
な
で
子

ど
も
た
ち
の
未
来
を
守
っ
て
い

こ
う
」
と
、
今
す
す
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
保
育
新
シ
ス
テ

ム
反
対
な
ど
、
曲
に
込
め
た
思

い
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
担
当
年
齢
別
交
流

会
で
は
、
新
人
の
悩
み
に
先
輩

が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な
ど
交
流

し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
明
日
使
え

そ
う
な
遊
び
や
ダ
ン
ス
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
、
充
実
し
た
時
間

だ
っ
た
」「
悩
み
を
相
談
し
あ

え
た
。
今
後
に
い
か
し
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
実

り
多
い
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

保
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

明
治
公
園
に
６
０
０
０
人

５
月
１３
日
、
東
京
・
明
治
公

園
で
、「
５
・
１３
み
ん
な
の
保

育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
６
０
０
０
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。
集
会
後

代
々
木
公
園
ま
で
パ
レ
ー
ド
、

「
新
シ
ス
テ
ム
反
対
」「
子
ど
も

の
権
利
を
守
ろ
う
」と
、沿
道
の

人
た
ち
へ
呼
び
か
け
ま
し
た
。

集
会
は
、
ス
ピ
ー
チ
や
寸
劇

の
ス
テ
ー
ジ
企
画
、
活
動
交
流

コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
彩
に
す
す
め

ら
れ
、「
各
地
域
の
運
動
や
ア

ピ
ー
ル
を
知
っ
て
大
き
な
刺
激

に
な
り
ま
し
た
」（
黒
田
克
人
・

名
古
屋
）
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ

る
な
ど
熱
気
あ
ふ
れ
る
集
会
と

な
り
ま
し
た
。
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みんな輪になって保育で使える遊びを練習中 ��
保保
育育
新新
シシ
スス
テテ
ムム
��にに
反反
対対

５
月
１２
日
、
第
１９
回
県
本
部

囲
碁
・
将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
、

Ａ
（
有
段
）
と
Ｂ
（
級
）
に
分

か
れ
て
対
戦
。
参
加
者
は
１０
人

と
少
数
精
鋭
で
し
た
が
、
盤
上

で
は
真
剣
勝
負
が
繰
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
恒

例
の
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
対

局
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

囲
碁
Ａ
は
、鳥
井
信
一
さ
ん
、

将
棋
Ａ
は
、
福
島
隆
夫
さ
ん
が

優
勝
し
ま
し
た
。
囲
碁
Ａ
・
将

棋
Ａ
の
上
位
３
人
は
、
６
月
２

日
の
東
海
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

で
全
国
大
会
出
場
を
か
け
、
他

県
代
表
と
対
戦
し
ま
す
。

白白
熱熱
しし
たた
真真
剣剣
勝勝
負負

第第
１１９９
回回
県県
本本
部部
囲囲
碁碁
・・
将将
棋棋
大大
会会


��
� 安くて
安心

自
治
労
連

病気入院
５０００円／１日

掛金
１７９０円／月�
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べべべべべべべべべべべべべべべべべ
ててててててててててててててててて
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
ししししししししししししししししし
くくくくくくくくくくくくくくくくく
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流

�
新
歓
�地
引
き
網
バ
ス
ツ
ア
ー

愛知県本部からは３６人が参加浜辺に集まりみんなでピース

５
月
１９
日
、
愛
労
連
青
年
協

主
催
の
�
新
歓
地
引
き
網
バ
ス

ツ
ア
ー
�
が
、
知
多
半
島
の
山

海
海
岸
で
行
わ
れ
、
自
治
労
連

か
ら
は
青
年
部
を
中
心
に
１９
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

地
引
き
網
は
、
み
ん
な
が
力

を
合
わ
せ
て
網
を
引
き
、大
漁
。

「
今
回
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
、

他
職
種
の
方
々
と
交
流
を
深
め

つ
つ
楽
し
め
た
の
は
最
高
で
し

た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
企
画

が
あ
れ
ば
周
り
の
仲
間
を
誘
っ

て
参
加
し
た
い
で
す
」（
名
水

労
・
樋
口
竜
浩
さ
ん
）
の
感
想

か
ら
も
伺
え
る
よ
う
に
、
捕
っ

た
ば
か
り
の
魚
を
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
で
美
味
し
く
食
べ
、
語
る
な

ど
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

１
０
４
５
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は「
ハ
ル
ヤ
ス
ミ
」で
し
た
。

４７
通
応
募
で
４５
通
が
正
解
で
し

た
。以

下
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

送
り
ま
す
。

渥
美

敦
子（
名
古
屋
市
職
労
）

小
川

恭
子（
春
日
井
市
職
労
）

倉
地

美
月（
犬
山
市
職
労
）

柴
田

純
一（
瀬
戸
市
職
労
）

神
藤
あ
け
み（
豊
橋
市
職
労
）

鈴
木
美
代
子（
西

尾

市

職
）

�
須
万
里
奈（
半

田

市

職
）

竹
安

誠（
岩

倉

市

職
）

服
部
智
亜
紀（
名
古
屋
市
職
労
）

彦
坂

茂
雄（
豊
橋
市
職
労
）

�
�
�
�
�
�
�
�

囲囲
碁碁
ＡＡ
のの
部部

優

勝

鳥
居

信
一

（
豊
川
市
職
労
）

準
優
勝

加
藤

重
元

（
中

水

労
）

３

位

恒
川

定
雄

（
名

水

労
）

将将
棋棋
ＡＡ
のの
部部

優

勝

勝
福
島

隆
夫

（
名

水

労
）

準
優
勝

安
富

徹

（
名
古
屋
市
職
労
）

囲囲
碁碁
ＢＢ
のの
部部

優

勝

勝
北
川

峰
孝

（
名

水

労
）

準
優
勝

良

光
裕

（
名
市
病
職
労
）

将将
棋棋
ＢＢ
のの
部部

優

勝

勝
清
水

茂
孝

（
名

水

労
）

準
優
勝

盛
田

幹
夫

（
名

水

労
）

愛愛労労連連
青青年年協協

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

６
月
３０
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

ク
イ
ズ
の

カギを解き二重枠に入る文
字を並べてできる言葉は何で
しょう。
【タテのカギ】��山田の中
の一本足の―― �この上な
い趣。美の―― �無の反対。
○○益 �ダンス �――老
い易く学成り難し �規定と
――の演技 �――なことで
お詫び申し上げます 	これ
で○○借りなしだ 
○○を
もって○○を制す
【ヨコのカギ】�ルービック・
―― �かりの名 �私利―
― �利いた○○な口をきく
な 
赤穂四十七士の――
	地獄の沙汰も○○次第 �
試合という意味も。好――
�つらい経験

当当
選選
者者


